
る
昏
れ
た
道
端
の
家
の
窓
に
ペ
チ
カ
の
火
は
あ
か
あ
か
と
燃
え
、

二
重
窓
の
ベ
ゴ
ニ
ア
の
花
の
紅
が
目
に
痛
い
。

凍
え
き
っ
た
ラ
ー
ゲ
ル
の
起
居
も
、
そ
れ
な
り
に
耐
え
る
こ

と
の
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
一
九
四
七
年
の
冬
近
く
、
終
わ
り

に
近
い
船
便
は
我
々
を
カ
ザ
ン
に
運
び
、
本
当
の
ダ
モ
イ
の
確

証
を
乗
せ
て
列
車
は
ウ
ラ
ル
山
脈
を
東
に
越
え
る
。
ス
ベ
ル
ド

ロ
フ
ス
ク
（
エ
カ
テ
リ
ン
ブ
ル
ク
）
の
夜
の
空
に
生
産
の
火
は

赤
く
、
沿
線
に
な
お
ラ
ボ
ー
タ
の
日
本
兵
士
も
ま
だ
見
え
る
シ

ベ
リ
ア
鉄
道
を
ナ
ホ
ト
カ
ヘ
。
ア
ク
テ
ィ
ブ
の
い
じ
め
も
こ
ら

え
て
触
れ
る
日
本
海
の
水
は
冷
た
い
。

一
九
四
七
年
（
昭
和
二
十
二
年
）
十
二
月
、
最
終
の
こ
の
年

の
帰
還
船
「
雲
仙
丸
」
は
函
館
に
入
っ
た
。

父
亡
き
故
郷
の
母
に
、
許
さ
れ
た
字
数
の
電
報
を
打
つ
。

ミ
ト
セ
ヘ
テ
　
カ
エ
ル
ミ
ナ
ト
ノ
　
ヒ
サ
メ
カ
ナ
　
ブ
ジ

カ
ツ
シ

シ
ベ
リ
ア
抑
留
体
験
記
　 

静
岡
県
　
鈴
木
伊
太
郎
　 

明
治
四
十
四
年
三
月
一
日
、
小
笠
軍
土
方
村
下
土
方
二
八
六

六
番
地
に
お
い
て
出
生
。
大
正
十
五
年
三
月
、
土
方
尋
常
高
等

小
学
校
卒
業
。
農
業
手
伝
い
。
家
族
―
父
母
、
兄
夫
婦
、
弟
、

本
人
、
六
人
。
昭
和
六
年
徴
兵
検
査
、
甲
種
合
格
く
じ
の
が
れ
、

第
一
補
充
兵
と
な
る
。
昭
和
八
年
四
月
十
二
日
、
小
笠
軍
大
坂

村
三
七
八
一
番
地
、
鈴
木
左
次
馬
の
養
子
と
な
る
。
昭
和
十
四

年
六
月
十
日
、
満
州
黒
龍
江
省
慶
城
県
華
陽
開
拓
団
へ
入
植
。

昭
和
十
五
年
、
家
族
皆
渡
満
、
農
業
を
営
む
。

昭
和
十
九
年
三
月
十
日
、
満
州
戦
車
七
連
隊
（
一
三
〇
四

二
）
部
隊
召
集
、
入
隊
（
勃
利
）

。
兵
器
は
中
位
。
動
員
令
に

て
南
方
行
き
、
整
備
を
十
分
に
し
て
出
動
。
一
部
残
留
と
な
る
。

残
留
兵
と
転
属
兵
と
で
戦
車
三
十
五
連
隊
（
一
三
〇
四
二
）
部

隊
編
制
。
戦
車
は
残
り
物
で
悪
い
。
整
備
し
て
使
う
。
兵
器
は

旧
式
が
多
か
っ
た
。
軍
服
は
防
寒
服
ま
で
上
等
の
も
の
が
そ
ろ



っ
て
い
た
。
隊
員
は
よ
い
兵
隊
で
あ
っ
た
。
六
個
中
隊
そ
ろ
っ

て
い
た
。
兵
器
は
悪
か
っ
た
。
勃
利
よ
り
二
十
年
の
春
、
公
主

嶺
へ
移
動
し
た
。

公
主
嶺
に
お
い
て
二
十
年
八
月
九
日
、
空
襲
警
報
の
サ
イ
レ

ン
で
知
っ
た
。
連
隊
長
の
訓
示
が
す
ぐ
始
ま
っ
た
。
本
日
、
ソ

連
が
参
戦
し
た
、
戦
車
三
十
五
連
隊
は
新
京
警
備
に
つ
け
と
の

命
令
。
直
ち
に
準
備
、
公
主
嶺
よ
り
列
車
輸
送
と
の
こ
と
。
兵

隊
は
あ
る
べ
き
こ
と
が
来
た
の
だ
。
速
や
か
に
準
備
、
兵
器
を

公
主
嶺
駅
ま
で
送
る
。
そ
の
前
に
弾
薬
受
領
、
弾
薬
庫
に
は
戦

車
へ
詰
め
込
む
弾
し
か
な
い
、
補
給
の
予
定
な
し
と
の
こ
と
。

三
十
分
撃
て
ば
後
は
弾
な
し
、
爆
弾
抱
え
て
敵
の
戦
車
の
下
へ

飛
び
込
む
の
み
。
何
と
も
心
細
い
限
り
。

準
備
整
い
八
月
十
一
日
公
主
嶺
駅
を
出
発
、
十
三
日
、
新
京

駅
に
着
く
。
夜
中
、
列
車
よ
り
戦
車
、
荷
物
を
お
ろ
す
。
直
ち

に
新
京
警
備
に
つ
く
。
二
、
三
日
で
ソ
連
軍
と
戦
う
こ
と
に
な

る
と
の
こ
と
、
身
の
周
り
の
者
は
軍
隊
手
帳
ま
で
焼
け
、
敵
に

取
ら
れ
て
は
な
ら
ぬ
と
の
命
令
。
惜
し
い
物
も
あ
っ
た
が
、
み

な
焼
い
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
で
何
も
か
も
終
わ
り
、
生
命
ま
で

終
わ
り
と
覚
悟
し
た
。
子
供
に
会
い
た
い
と
思
っ
た
。
何
や
ら

落
ち
着
か
な
い
複
雑
な
気
持
ち
で
、
眠
っ
た
の
か
眠
ら
な
い
の

か
わ
か
ら
な
い
一
夜
が
明
け
、
い
よ
い
よ
八
月
十
四
日
、
死
が

近
づ
く
気
持
ち
。
ば
た
ば
た
と
し
て
一
日
が
過
ぎ
る
。

短
い
夜
が
明
け
た
。
八
月
十
五
日
、
暑
い
朝
だ
っ
た
。
中
隊

長
は
「
連
隊
本
部
へ
行
く
。
鈴
木
、
中
隊
長
室
の
留
守
を
せ

よ
」
と
命
じ
て
出
か
け
た
。
昼
食
の
支
度
を
し
て
、
正
午
間
近

に
な
っ
て
も
帰
ら
ぬ
。
一
人
、
中
隊
長
室
で
ラ
ジ
オ
を
聞
い
て

い
る
と
、
正
午
前
、
突
然
、
重
大
放
送
が
あ
る
の
で
ス
イ
ッ
チ

を
切
ら
ず
に
待
て
と
の
こ
と
。
困
っ
た
な
、
お
れ
一
人
で
は
と

思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
へ
曹
長
と
伍
長
が
入
っ
て
き
た
。
重
大
放

送
が
あ
る
と
の
こ
と
だ
、
聞
い
て
く
れ
と
頼
む
。
さ
て
何
だ
ろ

う
と
言
い
合
わ
せ
て
い
る
と
、
玉
音
放
送
が
あ
る
と
の
こ
と
。

陛
下
の
お
言
葉
と
は
何
だ
ろ
う
と
、
か
し
こ
み
聞
き
始
め
た
。

戦
争
が
終
わ
る
勅
語
で
あ
っ
た
。
な
ん
じ
ら
軍
人
は
戦
う
気
持

ち
は
十
分
あ
る
が
、
我
曼
し
て
く
れ
。
お
言
葉
の
中
に
、
耐
え

が
た
き
を
耐
え
、
忍
び
が
た
き
を
忍
ん
で
国
の
根
本
を
な
く
さ

ぬ
よ
う
、
国
の
礎
を
つ
く
っ
て
く
れ
と
言
わ
れ
た
よ
う
に
覚
え

て
い
る
。
戦
い
は
終
わ
っ
た
。
気
抜
け
が
し
て
し
ま
っ
た
。
み

ん
な
、
口
も
き
か
な
い
ぼ
け
の
寄
り
合
い
だ
っ
た
。



外
人
は
威
張
り
は
じ
め
て
何
で
も
取
り
上
げ
る
、
目
が
離
せ

な
い
。
新
京
市
は
戦
争
が
終
わ
っ
て
も
砲
声
、
銃
声
が
あ
ち
こ

ち
で
す
る
。
八
月
十
六
日
、
四
中
隊
は
新
京
駅
前
広
場
に
集
結

し
て
、
新
京
警
備
に
つ
く
こ
と
に
な
っ
た
。
駅
は
満
州
の
奥
地

よ
り
引
き
揚
げ
て
く
る
日
本
人
で
ご
っ
た
返
し
て
い
る
。
う
ち

の
家
族
は
い
な
い
か
と
気
に
か
か
る
。
市
内
で
時
々
中
国
人
の

小
ぜ
り
合
い
が
あ
る
。
鎮
圧
の
た
め
戦
車
が
出
動
す
る
。
こ
ん

な
日
を
何
日
か
過
ご
す
。
八
月
十
九
日
、
原
隊
へ
帰
る
こ
と
に

な
っ
た
。

八
月
二
十
日
、
公
主
嶺
の
兵
舎
に
入
る
。
そ
の
後
、
ソ
連
兵

の
使
役
に
使
わ
れ
る
。
町
の
物
資
を
貨
車
に
積
み
込
む
仕
事
。

何
も
か
も
シ
ベ
リ
ア
ま
で
送
る
ら
し
い
。
十
月
十
二
日
、
列
車

に
乗
せ
ら
れ
る
。
帰
れ
る
こ
と
と
思
い
、
皆
大
喜
び
で
乗
り
込

ん
だ
。
だ
が
、
お
か
し
い
な
、
機
関
車
が
北
向
き
に
つ
い
て
い

る
。
発
車
、
や
っ
ぱ
り
北
上
。
ハ
ル
ビ
ン
回
り
か
な
と
思
っ
て
、

み
ん
な
も
そ
の
つ
も
り
で
お
っ
た
。
ハ
ル
ビ
ン
で
と
ま
る
。
右

へ
曲
が
る
と
思
っ
て
お
っ
た
。
出
発
、
相
変
わ
ら
ず
北
上
、
皆

騒
ぎ
始
め
る
。
評
定
こ
も
ご
も
。
あ
ち
こ
ち
で
滞
在
。
十
一
月

二
十
四
日
、
黒
河
へ
着
く
。
最
悪
の
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

い
よ
い
よ
シ
ベ
リ
ア
へ
連
れ
て
い
か
れ
る
の
か
、
皆
、
ま
た
無

言
。
十
二
月
一
日
、
黒
龍
江
氷
結
、
物
資
を
そ
り
へ
積
み
、
渡

る
こ
と
と
な
る
。

十
二
月
二
日
、
ブ
ラ
ゴ
エ
シ
チ
ェ
ン
ス
ク
よ
り
シ
ベ
リ
ア
鉄

道
に
て
北
上
。
全
く
人
間
を
扱
う
の
で
は
な
い
、
家
畜
よ
り
悪

い
。
銃
を
突
き
つ
け
、
お
ど
か
す
の
み
。
食
事
は
ろ
く
な
物
を

く
れ
ず
、
お
か
ず
は
な
し
。
そ
し
て
何
日
か
走
る
。
寒
さ
は
厳

し
く
な
っ
て
き
た
。
氷
点
下
三
〇
度
上
下
。
十
二
月
七
日
、
ナ

ウ
シ
キ
着
、
翌
八
日
徒
歩
に
て
モ
ン
ゴ
ル
入
り
。
銃
で
た
た
か

れ
、
ヴ
ィ
ス
ト
ラ
（
早
く
）
と
■
い
立
て
る
。
皆
や
け
く
そ
、

動
き
は
遅
い
。
九
日
、
モ
ン
ゴ
ル
・
ス
フ
バ
ー
タ
ル
に
着
。
滞

在
。十

七
日
、
自
動
貨
車
に
て
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
着
、
ア
ン
グ
レ

ン
収
容
所
に
入
る
。
バ
ラ
ッ
ク
、
内
外
な
し
の
寒
い
宿
舎
。
こ

こ
よ
り
作
業
山
に
石
取
土
を
は
ね
掘
り
出
す
。
高
さ
一
メ
ー
ト

ル
、
四
メ
ー
ト
ル
四
方
を
五
人
組
で
積
み
上
げ
て
終
わ
り
。
朝

か
ら
夕
方
ま
で
休
み
な
し
、
よ
う
や
く
で
き
上
が
り
。
冬
は
伐

採
、
夏
は
れ
ん
が
づ
く
り
。
伐
採
は
長
さ
二
メ
ー
ト
ル
の
材
木

を
高
さ
一
メ
ー
ト
ル
、
四
メ
ー
ト
ル
四
方
に
積
み
上
げ
る
。
六



人
一
組
、
早
朝
よ
り
休
み
な
し
。
一
日
で
や
っ
と
の
こ
と
で
仕

上
が
り
。
れ
ん
が
は
、
山
か
ら
土
を
取
っ
て
き
て
練
っ
て
干
し

上
げ
、
千
二
百
枚
、
五
人
一
組
で
仕
上
げ
る
。
六
千
枚
。
い
ず

れ
の
作
業
も
ノ
ル
マ
が
切
れ
れ
ば
食
事
な
し
。
死
に
も
の
ぐ
る

い
で
働
い
た
。

食
事
は
一
日
三
食
の
日
は
少
な
い
。
二
食
か
一
食
。
な
い
日

も
あ
っ
た
。
そ
の
日
は
休
み
。
食
べ
物
な
し
、
休
み
な
し
で
は

苦
し
い
ば
か
り
だ
。
日
増
し
に
や
せ
て
い
く
。
力
も
な
く
な
る
。

ノ
ル
マ
は
同
じ
。
死
ぬ
人
は
ふ
え
る
の
み
。
栄
養
失
調
で
亡
く

な
る
人
が
多
い
。
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
へ
一
万
五
千
人
収
容
さ
れ

た
。
内
、
二
年
間
で
三
千
人
も
亡
く
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。

ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
と
山
林
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
作
業
に
よ
り
移

動
、
山
林
は
山
小
屋
の
み
。
シ
ラ
ミ
、
南
京
虫
は
年
じ
ゅ
う
た

か
り
き
り
、
衣
服
を
熱
風
消
毒
。
入
浴
は
飯
合
一
杯
の
湯
で
全

身
洗
え
。
タ
オ
ル
を
し
め
せ
ば
お
湯
は
な
く
な
る
、
体
ふ
く
の

み
。
こ
の
飯
盒
を
洗
わ
ず
に
飯
を
盛
っ
て
食
べ
る
。
言
い
た
く

も
な
い
。
身
体
検
査
な
し
。
三
八
度
の
熱
が
あ
る
と
医
者
に
見

せ
る
。
軍
医
は
威
張
り
ち
ら
し
て
、
作
業
に
行
け
と
言
う
の
み
。

上
官
と
兵
は
神
と
こ
じ
き
の
違
い
で
あ
っ
た
。
五
百
人
か
ら
千

人
お
っ
た
。
こ
れ
が
作
業
、
建
築
、
基
礎
掘
り
、
清
掃
、
れ
ん

が
焼
き
、
何
で
も
や
っ
た
。
何
の
作
業
に
も
ノ
ル
マ
が
つ
い
て

い
て
、
終
わ
ら
な
け
れ
ば
罰
、
食
わ
さ
な
い
、
帰
れ
な
い
。
罪

人
扱
い
。
戦
い
終
わ
っ
た
人
間
を
何
で
こ
ん
な
目
に
遭
わ
す
の

か
ね
。
朝
、
ス
ズ
メ
の
涙
ば
か
り
の
朝
食
を
済
ま
し
、
外
で
言

わ
れ
た
仕
事
に
つ
く
の
み
。
労
役
に
何
の
温
か
み
も
な
し
。
労

役
に
耐
え
ら
れ
な
い
人
も
監
視
兵
に
け
ら
れ
る
の
み
。
健
康
の

管
理
な
ど
何
も
な
し
。
朝
夕
の
点
呼
に
長
時
間
立
た
さ
れ
た
。

公
主
嶺
で
着
服
そ
の
ま
ま
。

労
役
の
時
間
、
作
業
内
容
、
仕
事
量
は
前
に
書
い
た
ご
と
く
。

量
が
で
き
な
け
れ
ば
収
容
所
へ
帰
さ
な
い
。
帰
さ
れ
て
も
飯
な

し
。
翌
日
そ
の
分
の
仕
上
げ
、
後
、
今
日
の
分
、
ど
う
で
も
量

は
仕
上
げ
さ
せ
ず
に
は
お
か
な
い
仕
組
み
だ
。
一
人
前
の
人
間

に
こ
ん
な
に
も
ひ
ど
い
こ
と
を
し
い
ら
れ
、
や
っ
と
復
員
。
函

館
へ
上
陸
、
そ
の
ま
ま
、
函
館
国
立
病
院
よ
り
車
で
迎
え
に
来

て
く
れ
て
入
院
。
七
日
ほ
ど
飲
ま
ず
食
わ
ず
、
カ
ン
フ
ル
注
射

の
み
で
生
き
て
お
り
、
や
っ
と
気
づ
い
た
。
後
、
医
者
が
「
奇

跡
だ
、
何
か
考
え
て
お
っ
た
か
」
と
。
子
供
、
家
族
の
安
否
で

あ
っ
た
。「
そ
れ
で
よ
か
っ
た
、
よ
く
死
な
な
ん
だ
」
と
。




